
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドリフトチェンバーの例：東北大電子光理学研究センターで

行っている NKS2 実験で使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この演習で作るワイヤーチェンバー（円筒型比例計数管）と増幅回路 

演習：  ワイヤー１本で素粒子をとらえる 

～素粒子・原子核実験の心臓部分「ワイヤーチェンバー」を作ろう～ 

 

ワイヤーチェンバー（ドリフトチェン

バー、MWPC（多芯式比例計数管）とも

言う）は、素粒子・原子核実験に欠かせ

ない検出器です。写真のように多数のワ

イヤーが張られたワイヤーチェンバーが、

多くの大型実験装置の心臓部分に置かれ、

粒子の軌跡測定に使われています。この

演習では、１本のワイヤーからなるワイ

ヤーチェンバーを各自が手作りして、そ

の動作原理を学びながら、実際にさまざ

まな素粒子を測定して楽しみます。 

 ワイヤーチェンバーは、適当な容器に

細い金属ワイヤーを張り、周囲にも電極

を作り、容器内部をアルゴンなどのガスで満たしたものです。ガス中を荷電粒子が通過すると、粒子が

ガス分子を電離して電子が発生します。細いワイヤーにプラスの高電圧をかけておくと、発生した電子

がワイヤーに集まります。ワイヤー近傍では、電子が加速されてそれがさらに他のガス分子を電離し電

子を発生させます。これが繰り返されて、最終的には電子の数が何万倍も増幅されて大きな信号がワイ

ヤーに発生します。この信号から粒子の通過位置や時間などがわかります。 

 演習では、１本のワイヤーだけからなるワイヤーチェンバーを、細い金属ワイヤーやアルミ円筒など

の簡単な素材だけから各自が一つずつ手作りします。信号を増幅する回路も各自製作します。次に、作

ったワイヤーチェンバーを使って、X 線・ベータ線・宇宙線ミュー粒子を実際に測定します。これらの

放射線の種類やエネルギーによってワイヤーチェンバーから発生する信号がどう違うかを調べ、その理

由を考えます。最後に、２～３台のワイヤーチェンバーを並べて、宇宙線ミュー粒子の飛んでくる方向

（天頂角分布）を測

定します。この演習

では、検出器を自ら

作り、測定し、その

データを解析して

結果を得るという

素粒子・原子核実験

の流れを体験する

ことができます。 


